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議会HP QRコード

議
会
全
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

　
　
　
　
　
　
　
向
け
て
予
算
を
可
決

申請書類等の押印廃止で市民負担

を軽減
Point 1

配水場から神崎川にいたる市道の側

溝整備予算をあらためて議決
Point 2

新型コロナ感染症対策に要する経費

等の補正予算を可決
Point 3

６
月
定
例
議
会

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
、
23
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
（
２
頁
・
３
頁
参
照
）

な
ど
の
議
案
7
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
調
査
及

び
抗
議
を
求
め
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
８
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



6月定例議会の会議録は図書館・公民館図書室等で9月中旬から閲覧できます。

賛成
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Ｑ
　�

押
印
廃
止
の
洗
い
出
し
の

経
過
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
　�

令
和
２
年
11
月
よ
り
市

民
・
事
業
者
に
押
印
を
求

め
る
手
続
き
・
様
式
・
押

印
の
可
否
を
、
庁
内
で
調

査
し
ま
し
た
。
同
12
月
内

閣
府
か
ら
公
表
さ
れ
た
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る

「
押
印
廃
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
、
翌
年
２

月
、
市
の
押
印
廃
止
の
方

●
総
務
企
画
委
員
会

Ｑ
　�

公
共
施
設
保
全
工
事
で
交

換
す
る
運
動
公
園
内
の
給

水
ポ
ン
プ
の
設
置
年
は
。

Ａ
　�

平
成
９
年
で
、
設
置
か
ら

24
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
　�

購
入
す
る
空
気
清
浄
機
設

置
の
判
定
基
準
は
。

Ａ
　�

設
置
場
所
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
状
況
の
中
、
市

民
の
安
全
安
心
の
確
保
の

さ
ら
な
る
取
組
み
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
窓
の
開

閉
が
困
難
な
場
所
や
窓
が

な
い
場
所
で
、
市
民
の
利

用
が
比
較
的
多
い
場
所
を

選
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　�

臨
時
交
付
金
の
交
付
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
今
回
の

補
正
で
終
了
の
見
込
み
で

す
か
。

Ａ
　�

国
が
令
和
２
年
度
か
ら
３

年
度
に
本
省
繰
越
（
※
）

を
行
っ
た
交
付
金
の
う
ち
、

市
の
地
方
単
独
事
業
分
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
補
正

に
よ
り
歳
入
予
算
と
し
て

全
額
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
新
た
に
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
情
報

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　�

（
※
）
本
省
繰
越
と
は
、

国
の
予
算
に
つ
い
て
令
和

２
年
度
予
算
を
令
和
３
年

度
に
お
い
て
も
活
用
で
き

Ｑ
　�

今
回
の
側
溝
工
事
で
、
２

系
統
の
側
溝
か
ら
の
雨
水

が
既
設
の
側
溝
一
本
に
合

流
し
ま
す
が
、
水
量
の
増

加
で
あ
ふ
れ
る
心
配
は
な

い
で
す
か
。

Ａ
　�

樋
管
が
設
置
し
て
あ
り
、

相
当
広
い
面
積
の
水
が
集

ま
っ
て
く
る
場
合
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　�

他
に
も
新
設
改
良
工
事
の

道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る

中
で
、
な
ぜ
折
立
の
道
路

針
・
判
断
基
準
を
策
定
。

こ
れ
を
基
に
、
各
課
に
調

査
を
か
け
洗
い
出
し
を
実

施
し
ま
し
た
。
既
に
総
務

課
で
改
正
で
き
る
規
則
・

訓
令
・
告
示
等
は
、
一
括

し
て
改
正
手
続
き
が
完
了
。

国
・
県
の
対
応
保
留
の
も

の
は
決
定
さ
れ
次
第
、
随

時
改
正
し
て
い
く
予
定
で

す
。

Ｑ
　
押
印
廃
止
で
の
効
果
は
。
　
　

る
よ
う
に
予
算
を
移
動
す

る
こ
と
で
す
。

●
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

Ｑ
　�

65
歳
未
満
要
介
護
度
２
以

上
、
ま
た
は
重
度
心
身
障

が
い
者
の
中
か
ら
３
１
４

人
を
タ
ク
シ
ー
券
交
付
対

象
と
し
た
算
出
根
拠
は
。

Ａ
　�

重
度
心
身
障
が
い
者
等
の

母
数
が
９
７
８
人
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
80
％
、
タ
ク

シ
ー
券
利
用
率
を
40
％
と

見
込
み
ま
し
た
。

Ｑ
　�

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
令
和
３
年
度
の
住
民

税
均
等
割
額
が
非
課
税
で

あ
る
者
と
同
様
の
事
情
と

認
め
ら
れ
る
者
」
と
は
ど

の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。

Ａ
　�

昨
年
度
は
そ
こ
そ
こ
収
入

が
あ
り
今
年
度
は
課
税
者

と
い
う
中
で
、
令
和
３
年

１
月
か
ら
収
入
が
ガ
ク
ン

と
落
ち
た
と
想
定
し
、
令

和
３
年
１
月
以
降
の
任
意

の
１
か
月
の
給
与
明
細
な

ど
を
12
倍
し
て
基
準
額
を

下
回
っ
て
い
れ
ば
、
対
象

と
す
る
と
い
う
形
で
す
。

Ｑ
　�

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
が
交
付
対
象
で
は
な

い
理
由
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
　�

両
施
設
と
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

児
童
を
預
か
る
事
業
と
し

て
は
同
じ
で
す
が
、
４
月

を
補
正
予
算
で
工
事
す
る

に
至
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
　�

年
に
４
～
５
回
補
修
、
そ

の
後
、
維
持
工
事
を
繰
り

返
し
て
非
常
に
効
率
が
悪

い
状
況
で
し
た
。
さ
ら
に

奥
の
方
に
も
企
業
が
進
出

し
て
、
一
日
１
４
０
～

１
５
０
台
ト
ラ
ッ
ク
が
通

り
、
道
路
が
ど
ん
ど
ん
傷

ん
で
き
て
お
り
、
道
路
の

安
全
管
理
に
も
支
障
が
で

て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

Ａ
　�

市
民
負
担
の
軽
減
は
も
と

よ
り
、
市
の
行
政
手
続
き

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
や
す

い
環
境
が
整
備
さ
れ
、
国

が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
社

会
形
成
に
も
大
き
く
寄
与

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　�

火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

宛
名
形
式
を
変
え
る
の
は
。

Ａ
　�
自
ら
に
敬
称
を
つ
け
る
の

は
お
か
し
い
と
の
市
民
か

ら
の
指
摘
が
あ
り
、
押
印

に
障
が
い
分
野
に
、
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

県
に
お
け
る
感
染
防
止
対

策
補
助
事
業
に
よ
り
対
応

可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
都
市
経
済
常
任
委
員
会

Ｑ
　�

ズ
ー
ム
体
験
・
活
用
講
習

会
は
、
前
年
度
の
内
容
と

何
か
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ
　�

前
年
度
は
初
心
者
向
け
、

今
年
度
は
初
心
者
向
け
と

主
催
者
向
け
の
２
コ
ー
ス

で
実
施
予
定
で
す
。

Ｑ
　�

中
小
企
業
支
援
金
事
務
委

託
の
内
容
は
。

Ａ
　�

委
託
先
の
派
遣
会
社
職
員

の
事
務
は
、
申
請
書
類
の

整
理
・
チ
ェ
ッ
ク
・
事
業

者
へ
の
確
認
等
の
書
類
審

査
で
す
。
決
定
通
知
や
実

際
の
給
付
は
正
規
職
員
が

行
う
予
定
で
す
。

こ
と
を
踏
ま
え
、
市
で
は

６
メ
ー
ト
ル
で
道
路
を
整

備
し
標
準
的
な
考
え
方
と

し
て
両
側
側
溝
で
整
備
す

る
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ
　�

新
た
に
側
溝
を
布
設
す
る

と
こ
ろ
の
北
側
は
山
林
で

民
家
も
あ
り
ま
せ
ん
。
両

側
に
側
溝
整
備
の
必
要
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　�

降
雨
時
に
道
路
排
水
を
受

け
る
た
め
に
両
側
に
側
溝

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

廃
止
の
改
正
と
併
せ
て
、

「
白
井
市
長
様
」
か
ら
、

「
白
井
市
長
」
に
改
正
し

ま
す
。

Ｑ
　�

中
小
企
業
一
時
支
援
金
の

積
算
件
数
の
根
拠
は
。

Ａ
　�

法
人
１
０
０
件
、
個
人
事

業
主
１
０
０
件
、
合
計

２
０
０
件
で
す
。
商
工
会

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
補
助
対

象
要
件
の
売
上
げ
減
と
の

回
答
等
か
ら
１
４
４
事
業

所
が
対
象
に
な
る
と
推
計
、

そ
こ
に
商
工
会
未
加
入
事

業
所
を
見
込
み
ま
し
た
。

Ｑ
　�

地
域
公
共
交
通
支
援
金
３

事
業
者
の
内
訳
は
。

Ａ
　�

ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
が

５
路
線
で
１
０
０
万
円
。

船
橋
新
京
成
バ
ス
と
鎌
ケ

谷
観
光
バ
ス
が
各
１
路
線

で
２
０
万
円
ず
つ
で
す
。

Ｑ
　�

遊
具
の
安
全
点
検
結
果
は
。

Ａ
　�

11
施
設
中
、
部
分
的
補
修

や
更
新
が
必
要
な
も
の
７

施
設
。
重
大
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
要
緊
急
補

修
更
新
が
４
施
設
で
す
。

れ
に
よ
り
走
行
の
安
全
性

を
確
保
し
ま
す
。
市
で
は

道
路
は
最
低
限
６
メ
ー
ト

ル
幅
の
両
側
側
溝
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

　�

　�

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

に
よ
る
予
想
外
な
雨
量
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
道
路
の

度
重
な
る
補
修
で
は
な
く

新
設
改
良
し
、
折
立
橋
近

く
の
排
水
は
自
然
と
の
対

応
を
含
め
今
後
検
討
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

Point 2

配
水
場
か
ら
神
崎
川
に
い
た
る
市
道
の
側
溝
整
備
予
算
を
あ
ら
た
め
て
議
決

〈
議
案
第
5
号
〉
令
和
3
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
3
号)

に
つ
い
て

河
原
子
街
道
か
ら
配
水
場
前
を
通
り
神
崎
川
に
至
る
市
道
02-

0
0
1
号
線
は
新
設
市
道
と
し
て
平
成
29
年
度
か

ら
継
続
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
側
溝
整
備
の
予
定
で
し
た
が
、
契
約
解
除
と
な
り
、
今
議
会
で
、

あ
ら
た
め
て
補
正
予
算
と
し
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
市
道
の
整
備
全
体
を
通
し
た
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
可
決
し
ま
し
た
。

Point 1

申
請
書
類
等
の
押
印
廃
止
で
市
民
負
担
を
軽
減

Point 3

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
等
の
補
正
予
算
を
可
決

〈
議
案
第
3
号
〉
押
印
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
案
第
5
号
〉
令
和
3
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
3
号)

に
つ
い
て

押
印
の
「
個
人
を
認
証
す
る
効
力
が
乏
し
く
極
め
て
限
定
的
」
と
い
う
国
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
市
民
負
担
の
軽
減
と
、
市
の
今
後
の
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
環
境
整
備
の
た
め
、
❶
押
印
が
必
要
　

❷
署
名
が
必
要(

手
書
き
・
押
印
不
要)

　
❸
記
名
の
み(

印
刷
可
・
押
印
不
要)

と
い
う
３
つ
の
判
断
基
準
を
設

け
て
、
不
要
と
さ
れ
る
様
式
が
洗
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
押
印
廃
止
関
係
の
条
例
改
正
を
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
そ
の
他
を
活
用
し
た
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

主

な

質

疑

質

疑

意

見

な

ど
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新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
香

港
で
の
大
規
模
な
恣
意
的
拘
留
、

人
権
弾
圧
が
中
国
当
局
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
国
際

社
会
は
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
国

連
の
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
は

平
成
30
年
9
月
、
中
国
に
関
す

る
総
括
所
見
を
発
表
し
、
多
数

の
ウ
イ
グ
ル
人
や
ム
ス
リ
ム
系

住
民
が
法
的
手
続
き
な
し
に
長

期
に
わ
た
っ
て
強
制
収
容
さ
れ
、

再
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
切
実
な
懸
念
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
10
月
に
、
国
連
総

会
第
三
委
員
会
で
ド
イ
ツ
な
ど

39
か
国
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
と
香
港
で
の
人
権
侵
害
に
重

大
な
懸
念
を
表
す
る
共
同
声
明

を
発
表
し
、
ウ
イ
グ
ル
と
チ

ベ
ッ
ト
で
の
人
権
尊
重
と
調
査
、

香
港
の
事
態
即
時
是
正
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
、
香
港
で
施
行
さ

れ
た
国
家
安
全
維
持
法
に
違
反

し
た
罪
で
ア
ッ
プ
ル
デ
イ
リ
ー

の
創
設
者
ジ
ミ
ー
・
ラ
イ
氏
が

逮
捕
さ
れ
、
香
港
当
局
に
よ
り

氏
の
資
産
凍
結
も
行
わ
れ
、
同

紙
は
発
行
停
止
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
本
年
１
月
、
ア
メ
リ
カ
政
府

は
集
団
殺
害
を
行
っ
て
い
る
と

認
定
、
カ
ナ
ダ
下
院
、
オ
ラ
ン

ダ
下
院
を
は
じ
め
、
非
難
決
議

を
採
択
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に

対
し
中
国
政
府
は
、
同
月
21
日

中
国
国
内
に
お
い
て
、
英
国

B
B
C
ニ
ュ
ー
ス
の
放
送
を
禁

止
す
る
と
発
表
し
、
人
権
に
加

え
言
論
の
自
由
も
奪
わ
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
井
市
関
連
で
は
、
市
役
所

新
庁
舎
工
事
で
地
質
調
査
を

行
っ
た
企
業
の
社
員
が
中
国
国

内
に
て
ス
パ
イ
容
疑
で
拘
束
さ

れ
る
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人

権
弾
圧
の
対
応
は
、
市
民
の
安

心
安
全
を
守
る
上
で
も
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
直
ち

に
日
本
国
政
府
と
し
て
調
査
し

各
種
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、

様
々
な
手
法
を
用
い
て
厳
重
に

抗
議
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

Ｑ
　�

中
国
に
対
し
て
何
か
取
組

や
行
動
な
ど
、
国
際
社
会

の
動
き
を
説
明
願
い
ま
す
。

Ａ
　�

非
難
決
議
は
イ
ギ
リ
ス
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
カ
ナ
ダ
・
E
U
で

は
、
ウ
イ
グ
ル
問
題
で
制

裁
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　�

日
本
政
府
に
独
自
の
行
動

を
求
め
て
い
ま
す
か
。

Ａ
　�

国
会
は
中
華
人
民
共
和
国

に
対
す
る
人
権
弾
圧
に
関

す
る
非
難
決
議
を
せ
ず
に
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
独

自
の
行
動
で
は
な
く
非
難

決
議
を
行
う
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。

Ｑ
　�

白
井
市
議
会
と
し
て
意
見

書
を
提
出
し
た
い
理
由
は
。

Ａ
　�

民
意
を
代
表
す
る
議
会
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
さ

ら
に
は
市
民
の
方
と
問
題

を
共
有
し
た
上
で
、
様
々

な
地
方
議
会
で
も
意
見
や

問
題
意
識
を
共
有
す
る
き

か
っ
け
に
し
た
い
と
考
え

ま
す
（
答
は
す
べ
て
提
案

者
）
。

　�

今
回
の
中
国
政
府
の
や
り

方
は
、
国
際
的
な
今
の

世
界
の
社
会
の
中
で
生
き

て
ゆ
く
上
で
人
権
を
無
視

し
て
お
り
、
国
際
的
な
取

り
決
め
を
破
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
香
港

が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
返
還
さ

れ
る
と
き
に
、
一
国
二
制

度
と
い
う
国
際
的
約
束
を

し
ま
し
た
。
高
度
な
自
治

が
認
め
ら
れ
、
言
論
・
報

道
・
出
版
の
自
由
な
ど
人

権
に
係
る
権
利
が
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
著

し
く
中
国
政
府
に
よ
っ
て

阻
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
意
見
書
の
概
要
◇

発議

中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
調
査
及
び
抗
議
を
求
め
る
意
見
書
は

全
会
一
致
で
可
決

〈
発
議
案
第
1
号
〉
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
調
査
及
び
抗
議
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
に
つ
い
て

６
月
29
日
の
議
会
閉
会
日
に
提
案
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
全
員
賛
成
で
国
に
提
出
し
ま

し
た
。

賛成

白井市議会のタブレット導入の経緯と結果

平成 27 年より議会運営委員会 ( 以後、議運 ) にて検討を始め、平成 28 年、

議運メンバーで、滋賀県大津市の先進事例を視察。令和 2 年 6 月より、タ

ブレット導入を｢最優先事項｣として、検討することになりました。

これまでの経緯と結果は、以下の通りです。

※導入目的…

議会運営の効率化（①コロナ禍でのリモート対応、②文書保存・整理）

タブレットは、白井市から議員一人一人に貸与されます。任期終了時には、

白井市に返却され、改選後の議員にあらためて貸与されることとなります。

Ｒ2.

6～10 月

主な結果

10/13

12/18

Ｒ3.

3/9

３～５月

最終結果

6 月

7 月～

白井市議会タブレットの導入案作成のため、議運の要請を受

けて、タブレット導入検討会 が設置され、以下を調査検討する

〇富里市・四街道市の先進事例を視察調査

〇導入設置要綱を策定し、各種事項を検討

〇会議システム【SideBooks】、【moreNOTE】を全議員が試行

〇中間報告・最終報告の度に、全議員の意見収集し調整

1. 議場・委員会室の wi-fi 環境整備 ➡ 執行部へ依頼

2. 端末 iPadPro を、各自、政務活動費で購入する

3. 会議システムは、【SideBooks】にする　　　など

主な結果 　を議運で決定➡10/23 の全員協議会で報告

　※その後、会議システムの提案があり【DocuWorks】も試行

　する

議長の指示により、会議システム【SideBooks】と【DocuWorks】

の比較結果を､ 全議員が○× とコメントで提出

➡  過半数が【SideBooks】に 〇をして支持する

最終的な決定は、議運で行うため、結果 　の再検討に入る

（同時に、タブレット導入検討会は解散）

〇導入目的※・方法、本会議他への持込などを再検討

2. 端末 iPadAir を、 新型コロナ地方創生臨時交付金 ( 公費 ) を

充てて購入し、全議員に貸与する ( 執行部回答 )

3. 会議システムは、決定されるに至らず

全議員と事務局 24 台分のタブレット購入費用を補正予算で可決

電算委託料 30 万円、  ソフトウェア使用料 9 万 3 千円、

機械器具費 288 万 6 千円　　［総額 327 万 9 千円］

新規の議運メンバーに、継続案件を引継ぐ

○会議システムの決定

○タブレット使用基準の策定　　　その他

A

B

A

A

　
６
月
７
日
の
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長
・
副
議

長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
長
　
岩
田
　
典
之

　
副
議
長
　
血
脇
　
敏
行

◇
就
任
の
あ
い
さ
つ

各
委
員
会
の
改
選

　
こ
の
た
び
、
議
長
・
副
議
長

に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
責
の
重

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
議
会
は
市
の
予
算
や
計
画
な

ど
重
要
な
案
件
を
決
定
し
、
そ

の
執
行
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
市
制
20
周
年
を
迎
え
た
当

市
は
、
持
続
可
能
な
市
へ
の
過

渡
期
に
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
真
摯

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
伊
藤
　
仁

副
委
員
長
　
影
山
　
廣
輔

委
員
　
　
　
岩
田
　
典
之

　
〃
　
　
　
石
井
　
恵
子

　
〃
　
　
　
田
中
　
和
八

　
〃
　
　
　
平
田
　
新
子

　
〃
　
　
　
広
沢
　
修
司

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
斉
藤
　
智
子

副
委
員
長
　
小
田
川
　
敦
子

委
員
　
　
　
古
澤
　
由
紀
子

　
〃
　
　
　
長
谷
川
　
則
夫

　
〃
　
　
　
和
田
　
健
一
郎

　
〃
　
　
　
徳
本
　
光
香

　
〃
　
　
　
岡
田
　
繁

都
市
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
秋
谷
　
公
臣

副
委
員
長
　
故
石
川
　
史
郎

委
員
　
　
　
血
脇
　
敏
行

　
〃
　
　
　
竹
内
　
陽
子

　
〃
　
　
　
柴
田
　
圭
子

　
〃
　
　
　
植
村
　
博

　
〃
　
　
　
中
川
　
勝
敏

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
伊
藤
　
仁

副
委
員
長
　
斉
藤
　
智
子

委
員
　
　
　
柴
田
　
圭
子
　

　
〃
　
　
　
影
山
　
廣
輔

　
〃
　
　
　
秋
谷
　
公
臣

　
〃
　
　
　
平
田
　
新
子

　
〃
　
　
　
和
田
　
健
一
郎

　
〃
　
　
　
徳
本
　
光
香

　
〃
　
　
　
岡
田
　
繁

質
疑
意
見
な
ど



要請
陳情活動費

令和２年度　政務活動費の公表令和２年度　政務活動費の公表
政務活動費は、議員報酬とは別に議員活動に必要な調査研究そのたの活動に資するため必要な経費として支払います。一人当たり年額36万円で、
残金は市へ返納します。各議員の使用内容は、下記のとおりです。なお、白井市議会ホームページで収支報告書・領収書を９月より公開予定です。

白井市議会政務活動費の取扱いに関する基準白井市議会政務活動費の取扱いに関する基準
白井市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき交付される政務活動費の使途取り扱いについては、次のとおりです。

令和2年度　政務活動費収支報告（令和2年4月～令和3年3月） （単位：円）

石川　史郎

岡田　　繁

徳本　光香

広沢　修司

和田健一郎

平田　新子

秋谷　公臣

田中　和八

小田川敦子

中川　勝敏

斉藤　智子

血脇　敏行

植村　　博

石井　恵子

影山　廣輔

岩田　典之

古澤由紀子

柴田　圭子

竹内　陽子

伊藤　　仁

長谷川則夫

合　計

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

180,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

7,380,000 

12,216 

25,000 

7,500 

44,716 

200,920 

48,220 

63,000 

132,940 

29,508 

474,588 

80,522 

15,202 

37,433 

120,000 

15,202 

82,021 

48,710 

78,443 

120,000 

120,000 

120,000 

120,000 

957,533 

3,717 

100,161 

4,318 

108,196 0 0 

37,229 

28,476 

5,760 

10,174 

19,737 

2,540 

28,577 

16,622 

14,394 

13,059 

2,487 

7,070 

1,435 

320 

187,880 

68,981 

61,627 

140,661 

7,930 

106,060 

50,922 

63,024 

93,434 

129,561 

163,128 

93,268 

144,868 

33,603 

135,372 

71,990 

148,496 

99,168 

126,370 

150,187 

1,888,650 

22,520 

84,000 

72,899 

119,120 

120,000 

47,865 

85,961 

80,863 

61,440 

120,000 

98,516 

103,502 

120,000 

100,265 

91,569 

51,803 

27,576 

76,219 

120,000 

81,036 

1,685,154 

372,943 

144,436 

186,957 

288,257 

37,433 

320,407 

153,925 

247,218 

321,564 

172,616 

360,159 

261,644 

262,102 

357,705 

133,868 

360,000 

126,280 

332,650 

301,140 

254,190 

351,223 

5,346,717 

0 

215,564 

173,043 

71,743 

142,567 

39,593 

206,075 

112,782 

38,436 

187,384 

0 

98,356 

97,898 

2,295 

226,132 

0 

233,720 

27,350 

58,860 

105,810 

8,777 

2,046,385 

項　　目 内　　容 支出できる経費 支出できない経費例
・友好姉妹都市訪問のための費用
・政党活動（党大会への出席に要する経費、党大会賛助金
  及び国、県の上部組織に伴う活動）に要する経費
・市及び各種団体が開催する行事に出席するための経費
・昼食代、夕食代
・海外視察費
・グリーン車、ビジネスクラス等

・政党が主催する研修等への参加費、交通費、宿泊費
・昼食代、夕食代

(a) 国内視察に伴う旅費
(b) 宿泊費
(c) 視察時の手土産

(a) 研修等への参加費、交通費
(b) 宿泊費
(c) 研修会開催に伴う講師謝礼金、
 会場借り上げ費

議員が行う市の事務、地方行財政等に関する

調査研究及び調査委託に関する経費

議員が研修会を開催するために必要な経費及び

団体等が開催する研修会の参加に要する経費

調査研究費

研　修　費

・議員の後援会及び政党活動に関する発行物
・個人、後援会が作成するホームページに係る費用
・ミニコミ紙等への掲載費用
・茶菓子代

(a) 広報費
(b) 議会報告発行費用印刷費、
 新聞折り込み代、ポスティング費、紙代
(c) 報告会費

議員が行う活動及び市政について市民に

報告するために要する経費
広　報　費

・茶菓子代
(a) 会場費
(b) 資料代

議員が行う市民からの市政及び議員の活動に対する

要望、意見の聴取、市民相談等の活動に要する経費
広　聴　費

・飲食代
(a) 交通費
(b) 資料印刷費議員が要請及び陳情活動を行うために必要な経費要請・陳情活動費

・政党活動や選挙活動に当たるもの（選挙ポスター、ビラ等）
・議会報告以外の発行物

(a) 印刷製本代議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費資料作成費

・当該議員の所属する政党機関紙・書籍等の購入
・調査研究に適さない図書等

(a) 書籍 
(b) 新聞
(c) 定期刊行物
(d) 有料データベース利用料
(e) CD-ROM・DVD等映像資料の購入代

議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に

要する経費
資料購入費

・切手、はがきの大量購入は不可。

(a) 事務費
(b) 自動車等の燃料費
(c) 電話等の通信費 
(d) 事務用機器
(e) 事務用機器(複写機等)リース料
(f) 事務用消耗品

議員が行う活動に必要な事務用消耗品及び備品の購入、

事務機器の賃借、通信機器の使用等に要する経費
事　務　費

（限度額12万円）

（限度額12万円）

・選挙区内にある団体に会員として納める会費
・飲食代及び茶菓子代
・飲食を主とする会合に出席をする時の会費
  例：懇親会、祝賀会、記念式典、賀詞交歓会　など
・会派や議員間の懇談会に関わる経費

(a) 交通費
(b) 会場費
(c) 資料印刷費

議員が行う各種会議、団体等が開催する

意見交換会等への議員の参加に要する経費
会　議　費

第154号　令和3年８月15日発行 （４）しろい議会だより

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い
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市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
流
出
問
題

に
お
い
て
私
と
し
て
２
０
１
８

年
９
月
議
会
で
、
伸
び
し
ろ
の

あ
る
年
末
年
始
に
お
け
る
改
善

な
ど
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
額
の
推
移
は
。

答
　
返
礼
品
を
含
ま
な
い
寄
付

額
も
含
め
て
で
す
が
２
０
１
８

年
度
は
約
２
５
８
０
万
円
、

２
０
１
９
年
度
は
６
５
３
７
万

円
、
２
０
２
０
年
度
は
約

１
億
４
６
１
５
万
円
で
す
。
な

お
２
０
２
０
年
度
の
寄
付
額
に

は
、
生
前
市
内
中
学
校
で
教
論

と
し
て
奉
職
さ
れ
た
宮
下
豊
氏

か
ら
の
２
３
０
０
万
円
、
株
式

会
社
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
創
業
者
で
実
業

家
の
前
澤
友
作
氏
か
ら
の

５
百
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
　
２
０
２
０
年
度
の
寄
付
の

多
い
月
は
１
月
と
の
こ
と
で
す

が
こ
れ
は
ピ
ー
ク
の
12
月
寄
付

が
実
際
に
入
金
さ
れ
る
タ
イ
ム

ラ
グ
と
の
認
識
で
す
が
、
改
善

前
の
２
０
１
８
年
１
月
か
ら
比

較
し
た
伸
び
は
。

答
　
２
０
１
８
年
１
月
が
約

63
万
円
、
２
０
２
１
年
1
月
の

約
４
２
７
６
万
円
か
ら
比
較
す

る
と
約
67
・
６
倍
の
伸
び
で
す
。

問
　
市
へ
の
寄
付
額
か
ら
市
民

税
控
除
額
と
返
礼
品
等
経
費
を

差
し
引
い
た
差
額
の
推
移
は
。

答
　
２
０
１
８
年
度
は
マ
イ
ナ

ス
約
７
５
９
４
万
円
、
２
０
１
９

年
度
は
マ
イ
ナ
ス
７
６
１
５
万

円
、
２
０
２
０
年
度
は
マ
イ
ナ

ス
約
３
２
４
１
万
円
で
す
。

問
　
企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
と
し
て
、
企
業
が
自
治
体

に
寄
付
を
す
る
と
税
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が

市
と
し
て
の
検
討
は
。

答
　
市
に
お
い
て
検
討
し
て
き

た
結
果
、
本
制
度
の
認
定
申
請

に
現
在
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

「
北
千
葉
道
路
に
よ
り
成
田
空

港
な
ど
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
期
待
さ
れ
る
中
で
の
将
来
を

見
通
し
た
市
の
産
業
振
興
の
検

討
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

　15人（23項目）の
質問があり、その要
約を掲載しました。
詳細については、会
議録をご覧くださ
い。この記事は各議
員が作成していま
す。

和
田
　
健
一
郎
議

ふ
る
さ
と
納
税
流
出
問
題
の
改
善

問
　
接
種
の
予
定
に
つ
い
て
。

答
　
早
期
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
高
齢
者
は
7
月
末
ま
で
に
２

回
接
種
を
終
え
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
の
次
の

順
番
と
な
る
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
や
、
高
齢
者
施
設
等
の
従

事
者
に
対
し
て
も
、
準
備
が
出

来
次
第
接
種
券
を
発
送
し
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
65
歳
未
満
の

方
に
つ
い
て
も
、
6
月
中
旬
頃

か
ら
順
次
接
種
券
の
発
送
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
や
保

育
園
な
ど
の
従
事
者
へ
の
接
種

も
優
先
し
て
進
め
る
と
と
も
に

今
後
も
引
き
続
き
市
内
医
療
機

関
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
様
が

一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問
　
生
理
用
品
配
布
の
状
況
は
。

答
　
本
年
４
月
か
ら
防
災
備
蓄

品
を
活
用
し
、
経
済
的
な
理
由

で
購
入
で
き
な
い
方
や
小
・
中

学
校
に
対
し
生
理
用
品
の
配
布

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
経

済
的
な
理
由
が
あ
る
方
に
対
し

て
は
引
換
え
カ
ー
ド
を
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
3
階
の
女
性
職
員

に
渡
せ
ば
引
換
え
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
は
市
役
所
・
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
の
女
子
ト
イ
レ
に

設
置
さ
れ
、
生
活
に
困
り
事
が

経
済
的
な
困
難
を
抱
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
へ
の
支
援

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
市
の
状
況
は

斉
藤
　
智
子
議
員

あ
る
場
合
に
は
く
ら
し
と
仕
事

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
相
談

窓
口
に
な
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
理
用

品
の
配
布
の
際
に
は
、
一
人
で

も
多
く
の
困
り
事
を
抱
え
る
人

の
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
配
布
の
継
続
は
。

答
　
生
理
用
品
だ
け
で
な
く
、

食
料
品
を
含
め
た
日
用
生
活
品

の
支
援
が
必
要
と
考
え
て
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

経
済
・
社
会
・
政
治
な
ど
に
お

い
て
様
々
な
問
題
が
顕
在
化
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
生

活
様
式
は
も
ち
ろ
ん
、
人
々
の

行
動
や
考
え
方
の
変
容
が
今
後

の
市
の
施
策
に
与
え
る
影
響
を

ど
う
考
え
ま
す
か
。

答
　
現
時
点
で
は
、
働
き
方
に

係
る
も
の
が
一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
も
在
宅
勤
務

な
ど
テ
レ
ワ
ー
ク
が
勤
務
の
一

つ
の
形
態
と
し
て
続
き
、
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
で

の
市
民
の
暮
ら
し
方
と
い
っ
た

視
点
も
新
た
に
必
要
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
在
宅
勤
務
の
普
及
な
ど
に

よ
る
昼
間
人
口
の
増
加
は
、
地

域
循
環
型
経
済
を
促
進
さ
せ
る

好
機
と
捉
え
ら
れ
ま
す
が
、
都

市
計
画
や
産
業
振
興
に
お
い
て

施
策
の
方
針
を
転
換
す
る
な
ど

の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
施
策
の

問
　
新
県
知
事
は
北
総
鉄
道
の

運
賃
問
題
を
認
識
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
何
ら
か
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
お
考
え
で
す
か
。

答
　
印
西
市
長
と
協
議
し
、
北

総
鉄
道
㈱
の
株
主
総
会
後
、
面

談
を
申
し
入
れ
ま
す
。

問
　
株
主
総
会
で
は
ど
の
よ
う

な
発
言
を
さ
れ
ま
す
か
。

答
　
経
営
の
安
定
化
・
地
域
の

公
共
交
通
を
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
高
運
賃
問
題
は
解
決
に
向

方
向
性
に
つ
い
て
は
変
更
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
企
業

誘
致
や
工
業
団
地
の
活
性
化
な

ど
、
後
期
基
本
計
画
の
重
点
戦

略
事
業
で
あ
る
企
業
誘
致
推
進

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
お
り
、
免
疫
力
を

高
め
る
た
め
に
も
生
活
習
慣
と

食
生
活
の
改
善
が
重
症
化
対
策

と
し
て
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
健
康
づ
く
り
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
啓
蒙
を

し
て
い
き
ま
す
か
。

答
　
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
健

康
づ
く
り
を
実
践
で
き
る
よ
う

自
宅
で
で
き
る
運
動
や
、
食
生

活
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
動
画
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
成

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

な
ど
で
周
知
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

多
く
の
市
民
が
見
て
頂
け
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

け
取
り
組
ん
で
欲
し
い
旨
、
発

言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
北
環
状
線
は
一
部
区
間
の

工
事
が
滞
っ
て
お
り
開
通
の
め

ど
が
た
ち
ま
せ
ん
。
現
状
は
。

答
　
宗
像
神
社
付
近
の
丁
字
路

は
千
葉
県
が
暫
定
改
良
に
向
け

検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
約
１
㎞
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
Ｕ
Ｒ
に
工
事
の

開
始
を
求
め
て
い
く
と
い
う
回

答
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
社
会
心
理
に
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
影
響
へ
の
対
応
は

白
井
市
の
抱
え
る
二
つ
の
交
通
問
題
、

　
　
　
　
　
　
今
後
の
県
の
関
わ
り
は

広
沢
　
修
司
議
員

柴
田
　
圭
子
議
員

問
　
北
千
葉
道
路
に
連
絡
す
る

２
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

小
室
・
西
白
井
周
辺
で
の
都
市

計
画
の
変
更
ポ
イ
ン
ト
は
。

答
　
県
の
新
た
な
産
業
用
地
確

保
を
進
め
る
方
針
と
も
連
携
し

市
の
産
業
機
能
集
積
に
向
け
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
検
討
地

区
を
位
置
づ
け
市
街
化
調
整
区

域
で
も
都
市
的
土
地
利
用
を
可

能
と
す
る
変
更
を
し
ま
し
た
。

問
　
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
等
で

発
展
し
て
い
く
印
西
市
を
横
目

に
「
な
ぜ
合
併
し
な
か
っ
た
」

と
の
声
も
最
近
多
く
聞
か
れ
ま

問
　
都
市
計
画
で
産
業
振
興
誘

導
後
は
、
市
内
で
の
雇
用
完
結

が
重
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
産

業
創
設
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
広
域
道
路
と
接
続
す
る
強

み
で
の
物
流
事
業
や
流
通
加
工

業
。
工
業
団
地
内
の
土
地
利
用

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は

平
成
25
年
春
に
定
期
接
種
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
重
い
副
反
応
が

数
多
く
報
告
さ
れ
、
わ
ず
か
数

か
月
で
積
極
的
な
勧
奨
が
中
止

さ
れ
ま
し
た
。
白
井
市
内
に
も

重
篤
な
被
害
者
が
い
ま
す
。
副

反
応
の
恐
ろ
し
さ
は
、
次
々
と

予
測
の
つ
か
な
い
症
状
に
苦
し

め
ら
れ
治
療
法
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
昨
年
末
、
国
は
対
象
者

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
個
別
通
知

す
る
よ
う
自
治
体
に
求
め
ま
し

た
。
市
の
対
応
は
。

す
。
市
の
発
展
を
呼
び
込
む
今

後
の
土
地
利
用
の
方
向
性
は
。

答
　
市
街
化
調
整
区
域
の
性
質

や
農
業
と
の
共
生
等
に
配
慮
し

た
都
市
的
土
地
利
用
で
の
企
業

立
地
誘
導
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
年
度
の
予
算
に
構
想
道

路
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
企

業
誘
致
に
も
重
要
な
道
路
で
す

が
、
そ
の
意
義
、
実
施
に
向
け

て
の
笠
井
市
長
の
お
考
え
は
。

答
　
構
想
道
路
は
幹
線
道
路
網

の
強
化
に
繋
が
る
も
の
で
大
規

模
な
事
業
と
な
り
、
今
後
は
整

備
方
針
な
ど
を
検
討
し
、
計
画

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

変
化
も
想
定
さ
れ
、
工
業
団
地

活
性
化
を
創
出
す
る
新
た
な
産

業
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
を
市

内
産
業
に
喚
起
す
る
方
法
は
。

答
　
第
３
次
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答
　
市
で
は
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
て
き
て
お
り
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
勧
奨
に
な
ら
な
い

よ
う
工
夫
し
て
通
知
し
ま
す
。

市
の
発
展
を
呼
び
込
む
た
め
の

　
　
　
　
　
　
都
市
計
画
の
見
直
し
は

更
な
る
産
業
振
興
と

　
　
　
　
雇
用
の
市
内
完
結
に
む
け
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ(

子
宮
頸
が
ん
ウ
ィ
ル
ス)

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
は
疑
問

平
田
　
新
子
議
員
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学
校
図
書
購
入
の
寄
付
に
感
謝

田
中
　
和
八
議
員

問
　
傾
聴
に
つ
い
て
現
状
は
。

答
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
悩
み

を
話
せ
る
相
手
が
な
く
、
不
安

を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
え
て
お

り
、
高
齢
者
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
話
を
聞
く
傾
聴

が
大
変
重
要
で
す
。

問
　
孤
立
・
孤
独
に
至
る
原
因

は
何
だ
と
考
え
ま
す
か
。

答
　
核
家
族
化
や
配
偶
者
と
の

死
別
・
離
婚
・
未
婚
率
の
上
昇

等
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
域

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る

中
、
体
力
低
下
や
病
気
で
仕
事

や
地
域
で
の
役
割
を
喪
失
、
他

者
と
の
交
流
が
持
て
な
く
な
る

こ
と
等
に
よ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
伺
い
ま
す
。

答
　
３
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

検
索
し
や
す
く
、
ス
ム
ー
ズ
に

案
内
が
で
き
る
よ
う
に
見
直
し

を
行
い
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
か
ら
も
見
や
す
く
し
ま
し

た
。
記
事
を
見
つ
け
や
す
い
よ

う
に
見
出
し
を
設
け
、
業
務
担

当
者
の
研
修
も
行
っ
て
ま
す
。

問
　
見
守
り
機
能
付
き
電
球
実

証
実
験
の
検
討
は
。

答
　
市
は
人
と
の
繋
な
が
り
を

通
し
見
守
る
こ
と
が
高
齢
者
の

孤
立
や
孤
独
を
防
ぐ
と
考
え
て

お
り
、
実
証
実
験
の
検
討
を
行

う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
福
祉
の
分
野
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
は
業
務
点
検
、
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸

与
を
実
施
。
職
員
事
務
と
し
て

ケ
ー
ス
支
援
の
内
容
を
シ
ス
テ

ム
入
力
し
効
果
的
・
効
率
的
に

業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
社
会
的
包
摂
と
は
。

答
　
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
社

会
活
動
が
困
難
な
人
で
も
、
よ

り
良
質
な
生
活
を
目
指
し
、
一

人
一
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て

社
会
参
加
、
居
場
所
と
出
番
を

持
つ
こ
と
で
す
。
相
談
支
援
機

関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
協
働

し
包
括
的
支
援
を
進
め
ま
す
。

植
村
　
　
博
議
員

高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
対
策
の

　
　
　
　
現
状
の
取
組
み
と
考
え
方
は

井
中
学
校
の
同
僚
で
あ
り
、
中

学
生
に
対
す
る
教
育
観
や
指
導

観
に
つ
い
て
何
度
か
議
論
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
熱
い
人
で
、
全
身
全
霊
常

に
ク
ラ
ス
や
生
徒
の
こ
と
を
考

え
る
人
で
し
た
。
た
だ
、
そ
れ

を
あ
ま
り
自
分
で
は
表
に
出
す

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
的
に
宮
下
さ
ん
の
思
い
は

新
聞
等
に
よ
り
知
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
寄
付
に
関

し
て
も
、
自
分
の
名
前
が
出
る

こ
と
に
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
な

く
、
と
に
か
く
お
世
話
に
な
っ

た
白
井
と
印
西
の
学
校
に
恩
返

し
が
し
た
い
。
子
供
た
ち
に
た

く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
思
い
を
伝
え
ら
れ
て
、

こ
の
よ
う
な
寄
付
と
い
う
形
に

な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
宮

下
さ
ん
の
意
向
に
沿
っ
て
、
こ

の
ご
寄
付
を
３
年
間
に
わ
た
っ

て
市
内
小
・
中
学
校
に
令
達
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
各

学
校
で
は
、
学
校
図
書
館
の
一

角
に
宮
下
文
庫
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん

で
ほ
し
い
、
本
の
力
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
彼
の
思
い

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問
　
宮
下
先
生
へ
の
思
い
、
感

謝
を
伝
え
続
け
る
こ
と
に
つ
い

て
。

答
　
各
学
校
で
子
供
た
ち
に
宮

下
先
生
の
思
い
を
話
し
て
伝
え

た
り
、
学
校
だ
よ
り
で
保
護
者

に
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校
で
統

一
し
て
宮
下
文
庫
と
い
う
プ
レ

ー
ト
を
作
り
、
子
供
た
ち
や
教

職
員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち

に
本
の
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
宮
下
先
生
の
温
か
い

気
持
ち
を
伝
え
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
接
種
後
、
全
身
の
痛
み
や

頭
痛
、
倦
怠
感
、
認
識
機
能
の

低
下
、
筋
力
の
低
下
等
様
々
な

症
状
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い

る
こ
と
、
実
際
、
白
井
市
民
に

お
い
て
も
重
篤
な
副
反
応
被
害

者
が
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

ま
す
。
予
防
に
一
定
の
有
効
性

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）

　
　
　
　
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
市
の
対
応
を
問
う

小
田
川
　
敦
子
議
員

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
因

果
関
係
の
否
定
も
で
き
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の

報
告
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
重
症
度
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
よ

り
約
81
倍
高
く
、
重
篤
率
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
約
３
百
倍

高
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報
提
供

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

答
　
安
全
性
に
つ
い
て
、
周
知

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

問
　
公
正
な
情
報
提
供
と
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
受
け
る
か
否
か
を
判
断
す

る
た
め
に
、
正
確
で
公
正
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
が
市
の
役

目
で
す
。
希
望
者
に
は
面
談
を

行
い
、
有
効
性
と
リ
ス
ク
に
つ

い
て
説
明
し
、
お
子
様
に
も
認

識
を
も
っ
て
受
け
て
い
た
だ
く

よ
う
説
明
し
ま
す
。
子
宮
頸
が

ん
検
診
の
必
要
性
も
、
積
極
的

に
周
知
し
て
参
り
ま
す
。

誰
も
が
参
加
で
き
る
選
挙
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
情
報
保
障
の
充
実
を
求
め
る

問
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
の

現
状
に
つ
い
て
。

答
　
老
朽
化
に
伴
い
、
浴
場
内

の
天
井
の
た
わ
み
が
見
ら
れ
落

下
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
換
気
扇
の
異
音
や
換
気

ダ
ク
ト
の
腐
食
等
に
よ
り
不
具

合
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
利
用
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
開
設
か
ら
34

年
が
経
過
し
、
浴
場
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
も
故
障
に
よ
り
修

繕
を
繰
り
返
す
経
緯
が
あ
り
、

利
用
者
の
固
定
化
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
開
設
当

時
に
な
か
っ
た
民
間
の
公
衆
浴

場
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
環
境
も

変
化
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
設
備
等
の
故
障

に
よ
り
利
用
休
止
し
て
い
る
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
の
状
況

岡
田
　
　
繁
議
員

に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
浴
場
の
今
後
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

答
　
中
・
長
期
的
に
浴
場
を
含

め
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
方

向
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
、
幅
広
い
年
齢
層
の
意
見
を

聴
取
す
る
た
め
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
、
市
内
各
セ
ン
タ

ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
箱
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も

併
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

現
状
や
課
題
を
分
析
し
、
今
後

の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

問
　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
市

の
Ｐ
Ｒ
施
策
の
取
組
み
は
。

答
　
白
井
駅
・
西
白
井
駅
の
副

駅
名
公
募
や
官
民
協
働
に
よ
る

情
報
発
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

新
設
、
若
い
世
代
定
住
促
進
支

援
金
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
副
駅
名
公
募
で
は
梨
を
強

調
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
白
井

の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
は
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

フ
ラ
イ
パ
ン
や
コ
ー
ヒ
ー
、
梨

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
集
客
イ

ベ
ン
ト
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学
校
や

文
化
財
な
ど
も
魅
力
の
一
つ
と

認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
市

民
等
と
の
連
携
で
情
報
収
集
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
副
駅
名
設
置
で
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資

金
調
達
で
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
て
も
ら
う
と
し
て
い
ま
す
が

そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
。

答
　
報
道
発
表
の
際
、
大
手
新

聞
各
社
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
千
葉
テ
レ

ビ
等
に
発
信
し
て
お
り
、
少
し

で
も
広
が
り
を
期
待
し
ま
す
。

問
　
情
報
発
信
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
素
材
と
な
る
各
店

舗
・
企
業
・
団
体
・
イ
ベ
ン
ト

観
光
情
報
に
つ
い
て
市
は
ど
う

捉
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
ふ
る
さ
と
産
品
・
七
福
神

め
ぐ
り
・
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
団

体
な
ど
、
市
が
把
握
す
る
情
報

の
他
、
委
託
業
者
が
取
材
や
営

業
で
情
報
を
収
集
し
ま
す
。

問
　
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
に

は
働
く
場
が
必
要
で
す
。
雇
用

創
出
に
市
が
持
つ
資
産
の
活
用

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
西
白
井

駅
前
の
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
、
現
状
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
の
市
場
調
査
を
行
う
な
ど

検
討
を
進
め
ま
し
た
が
結
論
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
駅
周
辺

地
域
活
性
化
の
検
討
に
合
せ
て

取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　「『
東
京
脱
出
』
の
動
き
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
」
も
質
問

し
ま
し
た
。

白
井
市
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

　
　
　
　
　
市
の
P
R
施
策
を
問
う

影
山
　
廣
輔
議
員

問
　
宮
下
先
生
と
宮
下
文
庫
に

つ
い
て
。

答
　
宮
下
先
生
と
は
、
私
が
教

育
長
と
い
う
職
に
就
く
前
の
白

問
　
選
挙
に
お
け
る
、
意
思
決

定
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
投
票
が
困
難
な
方
の
意
思

決
定
を
支
援
し
て
い
く
に
は
、

投
票
方
法
の
多
様
性
の
確
保
や

投
票
に
お
け
る
支
援
、
情
報
提

供
の
充
実
が
重
要
で
す
。

問
　
投
票
に
参
加
す
る
た
め
情

報
保
障
の
改
善
が
必
要
で
は
。

答
　
な
る
べ
く
見
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
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空
き
家
は
近
隣
住
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
悪
化
と
不
安

竹
内
　
陽
子
議
員

大
規
模
盛
土
造
成
地
と

　
　
　
　
　
　
共
同
住
宅
耐
震
化
支
援

答
　
令
和
３
年
５
月
末
で
１
４

０
戸
ほ
ど
ま
で
増
加
し
、
不
適

切
な
空
き
家
に
対
し
て
は
、
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
今
後
は

行
政
代
執
行
が
行
え
る
体
制
の

予
定
で
す
。

問
　
５
年
間
も
対
応
の
進
展
の

な
い
事
例
や
、
環
境
悪
化
で
不

問
　
国
か
ら
示
さ
れ
た
大
規
模

盛
土
造
成
地
18
か
所
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
進
め
方
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ

き
優
先
度
を
評
価
、
宅
地
カ

ル
テ
等
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し

て
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
第
２

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
策
定
、

令
和
５
年
度
以
降
、
詳
細
な
地

盤
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
市
は
旧
耐
震
共
同
住
宅
管

理
組
合
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

安
と
訴
え
の
あ
っ
た
事
例
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
現
状
把
握
に
努
め
、
庁
内

連
携
が
重
要
と
捉
え
、
安
全
性

の
危
惧
が
大
き
い
場
合
は
関
係

機
関
と
協
力
を
図
り
、
ま
た
長

期
に
わ
た
る
場
合
は
効
率
的
に

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
　

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
つ

い
て
対
面
で
聞
き
取
り
、
管
理

組
合
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
必
要
な
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
万
が
一
大
災
害

が
起
き
た
場
合
、
避
難
所
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
教
育
委
員
会

と
の
協
議
」
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

問
　
申
請
時
に
三
親
等
の
親
族

に
生
活
の
援
助
が
可
能
か
調
査

す
る
「
扶
養
照
会
」
が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
が
申
請
を
た

問
　
令
和
元
年
９
月
に
質
問
し

ま
し
た
空
き
家
問
題
の
そ
の
後

め
ら
わ
せ
る
大
き
な
障
壁
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
。

答
　
生
活
保
護
法
の
規
定
に
従

い
、
ま
ず
民
法
に
定
め
る
扶
養

の
状
況
変
化
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

生
活
保
護
の
「
扶
養
照
会
」
は

中
川
　
勝
敏
議
員

義
務
者
の
扶
養
を
保
護
に
優
先

し
扶
養
を
照
会
し
て
い
ま
す
。

問
　
白
井
に
お
け
る
扶
養
照
会

の
現
状
に
つ
い
て
。

答
　
申
請
者
か
ら
の
聞
き
取
り

を
基
本
と
し
、
金
銭
的
援
助

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
支
援

の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
方
に

照
会
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

度
の
実
績
は
、
29
世
帯
に
対
し
、

78
名
照
会
を
行
い
、
53
名
の
回

答
。
精
神
的
な
援
助
が
可
能
20

名
、
援
助
が
で
き
な
い
31
名
、

金
銭
的
支
援
可
能
が
２
名
、
回

答
な
し
25
名
で
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
申
請
は

全
国
で
も
増
え
２
０
０
０
年
度

は
対
前
年
で
２
・
３
％
増
。
今

年
４
月
単
独
で
24
・
９
％
増
。

こ
の
一
年
間
で
国
か
ら
の
通

知
・
連
絡
は
。

答
　
20
年
程
度
音
信
不
通
を

「
10
年
程
度
不
通
」
の
扱
い
に
。

関
係
性
で
は
、
「
借
金
を
重
ね

て
い
る
」
「
相
続
を
め
ぐ
り
対

立
し
て
い
る
」
な
ど
照
会
し
な

い
事
例
が
具
体
的
に
示
さ
れ
ま

し
た
。

問
　
扶
養
照
会
の
垣
根
が
低
く

な
っ
た
こ
と
を
市
民
に
周
知
し

わ
か
り
や
す
い
「
し
お
り
」
を

公
共
施
設
の
窓
口
に
置
く
考
え

は
。

答
　
他
市
の
事
例
も
確
認
し
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問
　
P
C
R
検
査
の
拡
充
は
。

答
　
助
成
対
象
を
全
市
民
と
市

内
介
護
・
障
が
い
福
祉
・
教

育
・
保
育
従
事
者
に
広
げ
、
回

数
も
２
回
に
増
加
予
定
で
す
。

問
　
多
く
の
人
に
受
け
て
も
ら

う
た
め
、
自
己
負
担
５
千
円
を

無
料
に
し
な
い
の
で
す
か
。

答
　
保
健
所
の
無
料
P
C
R
検

査
で
も
初
診
料
等
は
発
生
し
て

お
り
、
市
の
検
査
で
も
自
己
負

担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
市
で
食
料
や
日
用
品
の
無

償
配
布
を
行
う
予
定
は
。

答
　
市
で
行
う
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
窓
口
で
食

料
配
布
を
し
て
お
り
、
継
続
の

た
め
協
力
と
要
請
を
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
無
償

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
問
う

徳
本
　
光
香
議
員

配
布
は
春
に
続
き
次
は
秋
だ
と

間
が
空
い
て
し
ま
い
ま
す
。
毎

月
開
催
の
た
め
、
人
手
や
予
算

や
周
知
の
協
力
等
も
っ
と
積
極

的
な
連
携
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
　
支
援
を
し
ま
し
た
が
、
定

期
開
催
と
な
る
と
食
料
の
調
達

や
保
管
な
ど
様
々
な
問
題
も
解

決
し
て
か
ら
に
な
る
の
で
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
生
理
の
貧
困
は
、
女
性
の

貧
困
問
題
と
い
う
だ
け
で
な
く

男
女
格
差
や
女
性
の
人
権
問
題

と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
の
困
窮
だ
け
で

な
く
長
い
目
で
見
て
男
女
差
別

の
問
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
生
理
の
貧
困
対
策
は
各
課

に
ま
た
が
る
と
や
り
づ
ら
い
の

で
、
横
断
的
チ
ー
ム
で
民
間
も

巻
き
込
み
取
り
組
ん
で
は
。

答
　
関
係
各
課
で
構
成
す
る
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
中

で
検
討
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
交
付
金
を

使
っ
た
事
業
の
総
括
方
法
は
。

答
　
事
業
の
実
施
状
況
と
効
果

を
公
表
す
る
よ
う
内
閣
府
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
全
事

業
終
了
後
に
事
業
ご
と
に
評
価

し
、
総
括
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
予
定
で
す
。

問
　
河
川
か
ら
離
れ
た
市
街
地

等
で
大
雨
に
よ
り
起
き
る
内
水

氾
濫
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

答
　
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

下
水
道
や
水
路
の
排
水
能
力
を

超
え
る
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が

あ
っ
た
場
合
の
浸
水
状
況
を
地

形
な
ど
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
浸
水
深
さ
ご
と
に
色
分

け
し
て
示
す
も
の
で
す
。
市
で

は
浸
水
発
生
時
に
自
ら
生
命
や

財
産
を
守
る
べ
き
行
動
が
具
体

的
か
つ
的
確
に
判
断
で
き
る
よ

う
な
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
で

市
民
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
中
に

問
　
対
象
者
へ
の
周
知
方
法
と

限
度
額
の
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
19
歳

か
ら
22
歳
ま
で
の
約
2
4
6
0

名
と
そ
の
保
護
者
あ
て
に
直
接

郵
送
し
制
度
の
内
容
を
周
知

し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
配
布
の
他
、

日
本
学
生
支
援
機
構
や
市
の

市
全
域
を
対
象
と
し
た
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
11
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
災
害
用
井
戸
の
点
検
は
。

答
　
機
器
の
外
観
、
稼
働
点
検

等
の
他
、
水
道
法
の
規
定
に
準

じ
た
51
項
目
の
水
質
検
査
を
毎

年
１
回
行
っ
て
お
り
、
結
果
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

問
　
飲
料
の
不
可
は
７
か
所
で

す
が
「
飲
み
水
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
等
の
表
示
が
必
要
で
は
。

答
　
飲
用
に
適
さ
な
い
井
戸
に

表
示
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
、
12
名

の
方
か
ら
申
請
を
受
け
て
い
ま

す
。
大
学
を
卒
業
し
就
職
後
２

年
目
の
方
の
平
均
の
市
民
税
が

約
６
万
２
千
円
で
他
の
納
税
や

市
内
で
の
生
活
に
よ
る
消
費
等

に
よ
る
経
済
的
効
果
も
見
込
み

総
合
的
に
判
断
し
ま
し
た
。

災
害
へ
の
備
え
と
し
て

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
災
害
用
井
戸

「
若
い
世
代
定
住
促
進
支
援
金
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
拡
充
を

石
井
　
恵
子
議
員

問
　
通
学
路
危
険
か
所
の
改
善

の
前
進
面
を
伺
い
ま
す
。

答
　
平
成
26
年
度
か
ら
、
印
西

警
察
署
・
県
・
印
旛
土
木
事
務

所
・
小
中
学
校
P
T
A
連
絡
協

議
会
・
市
の
関
係
部
署
・
市
教

育
委
員
会
で
構
成
す
る
白
井
市

通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
の
中

で
、
白
井
市
通
学
路
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
安
全
確
保

の
た
め
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
取
組
み
の
実
施
に
計
画

的
か
つ
継
続
的
に
努
め
て
お
り
、

毎
年
着
実
に
改
善
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
集
団
登
校
時
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
　
日
頃
か
ら
通
学
指
導
と
併

せ
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と

人
の
距
離
を
保
つ
等
の
予
防
策

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
熱

中
症
対
策
に
も
警
戒
す
る
必
要

が
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

マ
ス
ク
を
つ
け
な
く
て
も
良
い

旨
を
伝
え
て
い
ま
す
。

問
　
P
T
A
連
絡
協
議
会
か
ら

の
要
望
実
現
度
は
。

答
　
毎
年
、
学
校
区
ご
と
に
信

号
機
の
設
置
調
整
、
横
断
歩

道
の
設
置
、
路
面
表
示
の
補
修
、

道
路
整
備
・
改
修
、
歩
道
・

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
・
修
繕
、

看
板
の
設
置
・
修
繕
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
冨
士
地

区
の
関
東
一
高
前
の
交
差
点
の

横
断
歩
道
の
引
き
直
し
、
桜
台

地
区
の
柳
堤
公
園
前
歩
道
の

巻
き
込
み
部
へ
の
ポ
ー
ル
設
置
、

南
山
地
区
ま
こ
と
南
山
幼
稚
園

と
支
援
セ
ン
タ
ー
前
の
歩
道
修

繕
な
ど
、
56
件
の
要
望
の
う
ち

約
40
％
の
23
件
を
実
現
し
ま
し

た
。

問
　
要
望
が
実
現
し
な
い
特
徴

点
は
何
で
す
か
。

答
　
道
路
の
新
設
数
や
拡
幅
等

ハ
ー
ド
面
の
改
善
は
予
算
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
り
、
評
価
が
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

小
・
中
学
校
の
安
心
で
安
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
学
路
の
確
保

石
川
　
史
郎
議
員
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後
記

新型コロナウィルスの感染拡大を防止するため、しばらくの間、本会議及び委員

会の傍聴については、できる限りお控えいただくようお願いすることといたしま

した。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。本会議及び委員会はインター

ネットでライブ中継及び録画中継（委員会はライブ中継のみ）をしておりますの

でご利用ください。

市議会傍聴を
希望される皆さまへ
市議会傍聴を

希望される皆さまへ
市議会傍聴を

希望される皆さまへ
市議会傍聴を

希望される皆さまへ
（新型コロナウィルス対応）

　
石
川
史
郎
議
員
（
満
65
歳
）
が
去
る
６
月
26
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
石
川
史
郎
議
員
は
、
平
成
31
年
４
月
に
白
井
市
議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
さ
れ
、
２
年
余
り
に
わ

た
り
、
市
政
並
び
に
議
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
都
市
経
済
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
等
に
所
属
し
、
職

責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
史
郎
議
員
　
逝
去

議案等 付　　託 審議
番　号 委員会名 結果

第
2
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議
員
提
出
の

も
の

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

発議案第１号

専決処分(税条例等の一部改正)の承認
総務企画
常任委員会 承認

専決処分(都市計画税条例の一部改正)の承認 都市経済
常任委員会

承認

押印等の見直しに伴う関係条例の整備に
関する条例の制定

総務企画
常任委員会

原案
可決

国民健康保険条例の一部改正 原案
可決

令和３年度一般会計補正予算（第3号） 教育福祉
常任委員会

教育福祉
常任委員会

原案
可決

令和３年度一般会計補正予算（第4号） ―
原案
可決

令和３年度後期高齢者医療特別会計
補正予算　(第１号) ―

原案
可決

中華人民共和国による人権侵害問題に
対する調査及び抗議を求める意見書 ―

原案
可決

―

―

―

―

―

―

―

―

議案等審議結果一覧表議案等審議結果一覧表
○は賛成　×は反対　―は採決に不参加
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ＮＴ21
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しろい未来研究会公明党 白井令和 政和

徳本 中川 石井 植村 斉藤 田中 和田 石川 広沢 古澤 長谷川 伊藤 秋谷 血脇 岡田 柴田 影山 小田川 平田 竹内 岩田

徒
の
学
校
環
境
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
都
市
経
済
常
任
委
員
会
に
所
属
し
、
本
年
度
よ
り
都

市
経
済
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
の

要
職
を
得
て
、
職
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
、
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
の

問
題
を
、
あ
な
た
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
心
新
た
に
市
政
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
白
井
市
の

限
り
な
い
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

故
石
川
議
員
を
忍
ん
で

　
議
会
最
終
日
に
は
、
議
場
内
の
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
、
故
石
川

議
員
の
所
属
会
派
「
し
ろ
い
未
来
研
究
会
」
代
表
の
田
中
和
八
議
員

か
ら
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
な
た
は
池
の
上
小
学
校
P
T
A
会
長
、
白
井
市
小
中
学
校

P
T
A
連
絡
協
議
会
会
長
を
歴
任
し
、
温
和
に
し
て
誠
実
、
人
望

も
す
こ
ぶ
る
高
く
、
特
に
一
つ
の
こ
と
を
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
る

研
究
熱
心
さ
に
は
、
い
つ
も
驚
か
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　
平
成
31
年
、
白
井
市
議
会
議
員
と
し
て
初
当
選
を
さ
れ
、
以
来

２
年
余
に
わ
た
り
、
市
政
の
発
展
に
努
力
を
さ
れ
、
特
に
児
童
生

　
久
し
ぶ
り
の
編
集
委
員
、

「
文
章
は
ね
、
伝
え
た
い
こ
と

だ
け
を
書
け
ば
い
い
の
、
装
飾

は
い
ら
な
い
」
と
は
あ
る
随
筆

家
の
言
葉
。
湧
き
上
が
る
思
い

を
自
分
の
言
葉
で
文
字
起
こ
し

出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
植
村
　
博
）

　
議
会
だ
よ
り
は
、
年
４
回
の

定
例
議
会
と
臨
時
議
会
の
結
果

を
中
心
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
編
集
を
心
が
け
、
引
き
続
き

編
集
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
小
田
川
敦
子
）

　
６
月
議
会
中
に
石
川
史
郎
議

員
が
急
逝
。
今
後
の
目
標
も
お

持
ち
だ
っ
た
だ
け
に
大
変
残
念

で
す
。
ご
遺
志
を
継
い
で
皆
で

公
平
中
立
・
建
設
的
な
議
会
づ

く
り
に
邁
進
し
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌
。

(

平
田
　
新
子)

　
２
年
ぶ
り
に
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
を
担
当
し
ま
す
。
漢
字

表
記
や
送
り
仮
名
な
ど
、
正
し

い
か
ど
う
か
迷
う
こ
と
も
有
り

ま
す
。
初
心
に
帰
り
読
み
や
す

く
、
解
り
や
す
い
内
容
を
お
伝

え
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

(

長
谷
川
　
則
夫)

　
コ
ロ
ナ
禍
の
長
引
く
中
、
行

政
の
力
、
特
に
情
報
の
発
信
力

の
重
要
性
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
。
白
井
市
議
会
で
も
そ
の
点

遅
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
前

期
に
引
き
続
き
改
善
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

(

影
山
　
廣
輔)

　
ず
い
ぶ
ん
昔
に
議
会
だ
よ
り

の
編
集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
一
般
質
問
の
原
稿
以
外

は
ほ
と
ん
ど
事
務
局
任
せ
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
ま
す
が
、
今
は

様
変
わ
り
。
委
員
主
体
で
活
発

な
委
員
会
で
す
。

(

柴
田
　
圭
子)


